
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１教区第１４番円通寺 

住所：福島県福島市大森字本町２０ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 ・寺院所在地の放射線量は高いが、行政の除染は進んでいない。 

檀信徒の現状 
・放射能汚染の影響により、避難を強いられている檀家がある。 

・子どもが避難していても家庭内のことは判らない等、把握が困難である。 

地域の現状 

・放射線量の問題がある。 

・原発依存の気持ちが薄らぎ、脱原発を考えるようになった方が増えたの

ではないか。震災からこれまでの対応に、東京電力経営陣や国に対する

不信感は増していると思う。 

復興の状況 

・復旧は完了したが、本堂内部では天井、壁、彫刻欄間や仏具等が落下し、

大規模修理が必要であった。位牌や仏像も全て倒れて多くが破損。屋根瓦

も相当数が落下し、修繕に１年３か月を要した。境内の石塔類やお地蔵さ

ん等多数が倒壊し、修復には６か月以上かかった。 

（H25.8.10現在） 

 


